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 $\iota$wCindy によって作成される. \mathrm{t}\mathrm{t}|:-\vee=\overline{l^{\backslash } $\iota$\cdot-\approx \mathrm{r}}^{re}つ $\tau$:\leftarrow\prime\infty*_{-}l\backslash \mathrm{k}-, \prime,w $\iota$
対象とする学年等については以下の通りである.
\bullet 学年 :高専3学年33名













関数 z=f(x, y) に対して 頃 -- --
内の点 (oe, l, z) が決まる.
(x, y)が定義壊内を動くと虐.
点 (x, u, z)  $\vartheta$揃く国形を
闘数 z=f(x, y) のグラフ
という.
\infty 1_{J}^{\backslash }x\mathrm{g}\&
 x と y の1次■1臓  z=\infty十吻 +\mathrm{c}のグラフは
08 + 6シー z+\mathrm{c}=0よト
点(0, \mathrm{O}, c) を通り
法線ベクトルが
\hslash=( $\varepsilon$, b, -1)
の平薗である.
























た回転面は,スライ ドの例で使用した回転放物面と演習問 図7. 立体モデル教材題としても準備した曲面である.学生はタブレット教材を
演習問題のヒントとして利用できる.















(設問1) 2変数関数に関する次の (1) \sim(3) の授業内容について,用いた教材のわかり
やすさを次の4段階で回答
◎:とてもわかりやすい \mathrm{O} :わかりやすい  $\Delta$ :ふつう \mathrm{x} :わかりにくい
なお,表中の数値は回答した学生数である.
(1) 2変数関数のグラフが空間内の曲面になること







11 1  0
13 4 0
(2) z=f(\sqrt{x^{2}+y^{2}}) で表される関数のグラフが z軸のまわりの回転面になること






















\bullet スライド・ タブレット 立体モデル (6名)
\bullet スライド タブレット (5名)
\bullet ブリント スライド・ タブレット (4名)
\bullet プリント スライ ド 立体モデル (3名)
\bullet プリント タブレット ・立体モデル (3名)
\bullet タブレッ ト 立体モデル (2名)



































用に関する研究」 による成果である.本研究はJSPS科研費 15\mathrm{K}00944 の助成を受けた
ものである.
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